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HAN ASIFさん（弥勒寺在住）
　横浜から松田町寄に移住
　私たち家族が寄に引っ越してきたのは2018
年4月のことです。「自然のあるところで子育
て」、「地域に根差した暮らし」等、夫婦それぞ
れ想いがあり、遠くは岡山まで見に行きました
が、妻の実家から程近い、この地にたどり着き
ました。足掛け8年の結論でした。
　寄の印象
　初めて寄に見学に来た時、
私は本当に驚きました。都心
からこれ程近くて、便の良い
所に、こんなに緑豊かで美し
い場所があったのかと。私と
妻の直感、土地とのご縁が重
なり、約半年後には寄に転居
を果たしていました。
　寄に住み始め、私は可能な
限り様々な所に顔を出しまし
た。草刈りと飲み会、自治会の運動会、寄神社
例祭、納涼祭など。その中で、印象付けられた
のは、寄の「地域力」の強さです。土地を受け
継いできた地元住民を筆頭に、寄に魅力を感じ
移り住んできた住民もこれを引き継ごうと協力
し合う姿を見ました。人と人との繋がりが希薄
な時勢の中、こうした協働の文化を未だ残す寄
を心から素晴らしいと思いました。
　今、そしてこれから　母国に想いを馳せながら
　移住して1年半、今、私たちが強く思って
いるのは、寄の素晴らしさを後世に残すため、
「10年後を想像しながら、今を創る」必要が
あるという事です。なぜなら、自然環境も、コ
ミュニティも、「今まで通り」を続けても「変わ

らない」を実現する事は出来ないからです。そ
れは、寄の子供が激減している現状が証明して
います。そして行動を起こす時、それは「今」
だと感じています。妻が計画中の地域カフェを
足がかりに、微力ながら、私たちも考え行動し
ていきたいと思っています。
　さて、私の母国インドでは、大きな菩提樹の
木陰でお茶を飲む光景があちこちで見られま

す。暑さをしのぐ木陰を求め
人が集まり、そこは憩いの場
となる訳ですが、その場は人
と人との繋がりを深め、確認
する大切な時間を育んでいま
す。私は寄にもそんな場所が
必要だと思っています。
　そこで、住みよい寄のため
に私からひとつ提案です！
　寄に公園を創っては如何で

しょう？今の寄には、子どもがのびのび遊べる
場所、水を飲む場所、休憩する所がありません。
山歩きや観光で来られる方にも、子どもにも住
民にも開かれた「居場所」がないのです。
★散歩コース、居心地のいいベンチと屋根、筋
トレ器具、間伐材利用のアスレチック、自転車
で走ってよい広場、放課後そこが子どもの居場
所になります。駅周辺地区や町外から寄に遊び
に来る子供たちも増えるでしょう。地元に愛さ
れる自然を利用した公園、二宮の吾妻山公園な
どをお手本にアレンジして、寄ならではの素敵
な公園を一緒につくりませんか？実現すれば私
が大きな木陰でチャイ屋（インドの茶屋）をや
りましょう♪

田代橋にて


